
食
育
っ
て
何
？
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全５回シリーズの料理教室で、お米とぎから魚の下ろし方まで
料理の基本から応用まで実習しました。

地域住民が講師となり、かまどに薪をくべて火をおこし、釜で
ご飯を炊いておにぎりを作る昔の食事づくりを体験しました。

「お皿の中に、赤・緑・黄の食べ物がそろった食事を食べると元気にな
るよ！」食改さん手作りのエプロンシアターで、バランス食を学びました。

旭崎１区では、田植え、稲の観察会、稲刈り、三世代交流秋まつり
を行うなど、子ども、保護者、高齢者で三世代交流を行っています。

さまざまな場所・場面で、食育の取組みを行っています

　笠間市でも、さまざまな場所・場面で食育の取組みを行っています。今後は、食育推進計画を策定し、
これらの取組みの連携を図ることにより、「食育」をさらに進めていく予定です。

　
「
食
育
」
と
言
っ
て
も
、
一
言
で

答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
幅

広
く
、
奥
の
深
い
意
味
が
あ
り
、
平

成
17
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
食
育
基

本
法
で
は
次
の
よ
う
に
、
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

　
「
食
育
」
と
は
、

①  

生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、

知
育
、
徳
育
お
よ
び
体
育
の
基

礎
と
な
る
べ
き
も
の

②  

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て

「
食
」に
関
す
る
知
識
と「
食
」を

選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全

な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と

　

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
心
や
身
体
も

「
食
」
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
食
育
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に

必
要
な
も
の
で
す
が
、
特
に
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
は
、
心
身
の
成
長
や

人
格
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
と

体
を
作
り
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く

む
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

食
育
基
本
法
の
中
で
は
、「
食
育
」
を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
毎
日
欠
か
せ
な

い
「
食
」
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
気
に
な
っ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お

り
で
す
。

①
「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
の
欠
如

②  

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事

や
不
規
則
な
食
事
の
増
加

③  

肥
満
や
生
活
習
慣
病（
が
ん
、
糖

尿
病
な
ど
）の
増
加

④ 

過
度
の
痩
身
志
向

⑤
「
食
」の
安
全
上
の
問
題
の
発
生

⑥
「
食
」の
海
外
へ
の
依
存

⑦ 

伝
統
あ
る
食
文
化
の
喪
失

　

こ
れ
ら
に
対
す
る
抜
本
的
な
対
策

と
し
て
、
食
育
を
強
力
に
進
め
る
た

め
に
、
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

食
育
基
本
法
は
、
な
ぜ
作
ら
れ
た
の
？

食生活改善推進協議会の活動①～男の料理教室～食生活改善推進協議会の活動①～男の料理教室～ 食生活改善推進協議会の活動②～保育所・幼稚園の食育教室～食生活改善推進協議会の活動②～保育所・幼稚園の食育教室～

小学校の活動～東小学校放課後子ども教室～小学校の活動～東小学校放課後子ども教室～ 地域の活動～友部地区旭崎１区の活動～地域の活動～友部地区旭崎１区の活動～



朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か
？資料：厚生労働省「国民健康・栄養調査」（平成20年）
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朝食の欠食率

学年ごとの回答尺度別全教科の平均正答率

資料：県教育委員会　平成18年度学力アッププロジェクトに係る学習に関する意識実態調査
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夕食を大人と一緒に食べる子ども

資料：県教育委員会　児童生徒の食生活状況調査（平成19年）

家
族
と
食
卓
を
囲
ん
で
い
ま
す
か
？
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いま、なぜ食育なのか
毎年６月は『食育月間』、毎月19日は『食育の日』
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私
た
ち
の
食
生
活
は
、
栄
養
の
偏
り
や
食
習
慣
の
乱
れ
、
家
族
と
食
卓

を
囲
む
機
会
の
減
少
な
ど
、
改
善
す
べ
き
課
題
が
多
く
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
が
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
食
の
大
切
さ
を
感
じ
る
機
会
や
優
れ
た
食
文
化
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
料
自
給
率
が
低
迷
す
る
一
方
で
、

食
品
の
安
全
・
安
心
へ
の
関
心
が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
食
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
を
図
る
た
め
、
今
、

食
育
が
必
要
な
の
で
す
。

　

朝
食
を
欠
食
す
る
人
の
割
合

は
、
左
図
の
と
お
り
、
男
女
と
も

20
代
が
最
も
多
く
、
男
性
で
30·

０
％
、
女
性
で
26·

２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
朝
食
を
食
べ
ず
に
い

る
と
、
栄
養
が
い
き
わ
た
ら
な
い
た

め
脳
が
十
分
に
働
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
朝
食
を
食
べ
て
元
気
に
一
日

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※ 

欠
食
と
は
、「
菓
子
・
果
物
の
み
」、

「
錠
剤
の
み
」、「
何
も
食
べ
な
い
」

の
場
合
を
い
う
。

　

夕
食
を
大
人
と
一
緒
に
食
べ
る
子

ど
も
は
、
年
齢
と
と
も
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

時
間
の
ず
れ
、
単
身
世
帯
の
増
加
な

ど
か
ら
、
一
人
で
食
事
を
す
る
（
孤

食
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
食
卓
を
囲
ん

で
の
食
事
は
、
家
族
の
団
ら
ん
を
は

じ
め
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
し
て
大

切
で
あ
り
、食
の
楽
し
さ
を
実
感
し
、

心
安
ら
ぐ
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
働
き
方
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

な
ど
し
な
が
ら
、
家
族
や
友
人
と
食

卓
を
囲
む
機
会
を
持
つ
よ
う
に
心
が

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

肥
満
者
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
）
の

割
合
は
、
男
性
28·

６
％
、
女
性

20·

６
％
で
あ
り
、
男
性
で
は
、
40

歳
代
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
50
歳
代

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は
、
身
長
か
ら
み
た
体

重
の
割
合
を
示
す
体
格
指
数
。
標

準
は
22
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
は
、

肥
満
を
是
正
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
一
方
で
成
長
期
の
過
剰
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
将
来
の
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
適
正
体
重
を
知
る
と
と
も
に

適
切
な
食
生
活
と
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。




